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て
家
庭
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
提
供
し
ま
す

〜
既
存
施
設
を
有
効
活
用
し
た
新
た
な
待
機
児
童
対
策
〜

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

厳
し
い
経
済
状
況
下
で
就
労
を
希
望
す
る
保
護
者
が
増

え
続
け
る
中
、
都
市
部
の
自
治
体
で
は
保
育
需
要
が
増
加

し
、
多
く
の
待
機
児
童
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

豊
田
市
に
お
い
て
も
、
就
労
希
望
者
の
増
加
、
そ
れ
に

伴
う
こ
ど
も
園
へ
の
入
園
希
望
者
の
急
激
な
増
加
に
よ
り
、

待
機
児
童
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
園
舎
の
改
修
等
に
合
わ
せ
た
定
員
の
拡

大
な
ど
に
よ
り
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
待
機
児
童
の
増

加
に
追
い
つ
か
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
平
成
24

年
度
か
ら
新
た
な
待
機
児
童
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム

　

現
在
国
に
お
い
て
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス

テ
ム
は
、
子
ど
も
の
育
ち
・
子
育
て

家
庭
を
社
会
全
体
で
支
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
保
育
制
度
改
革
で
あ
り
、

幼
稚
園
・
保
育
園
の
一
体
化
に
よ
る

待
機
児
童
の
解
消
も
目
的
の
一
つ
と

し
て
い
ま
す
。
教
育
と
保
育
を
一
体

的
に
提
供
す
る
０
〜
５
歳
児
を
対
象

と
し
た
総
合
施
設
を
創
設
し
、
保
育

の
量
的
拡
大
を
図
り
、
待
機
児
童
の

解
消
を
目
指
し
ま
す
。

●
国
に
先
駆
け
た
豊
田
市
の

　

幼
保
一
体
化
の
取
組

　

市
で
は
、
未
就
学
児
に
対
し
て
は

教
育
と
保
育
の
機
会
を
等
し
く
提
供

す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
も
と
、

早
く
か
ら
市
独
自
で
様
々
な
幼
保
一

体
化
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
は
保
育
園
と
市

立
幼
稚
園
を
対
象
に
、
施
設
名
称
を

「
こ
ど
も
園
」に
変
更
し
、
職
員
配
置

基
準
と
保
育
料
等
の
保
護
者
負
担
を

統
一
し
て
、
幼
保
の
枠
組
み
に
と
ら

わ
れ
な
い
、
教
育
と
保
育
の
一
体
的

な
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

こ
ど
も
園
で
は
、
幼
稚
園
認
可
園
・

保
育
園
認
可
園
の
ど
ち
ら
に
お
い
て

も
同
一
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

※一体的な運用／名称、職員配置基準、保育料等を統
一し、平日午前８時30分～午後３時を基本となる保育
時間として均等な保育と教育を提供
※私立幼稚園／創立者の教育理念が反映され、それぞ
れ特色を生かした教育が行われている。市のこども園
には含まれない

　市では、未就学児や保護者に対して均等な保育・
教育・子育て支援を提供することを目的に、市立
保育園、私立保育園、市立幼稚園を現行法制度の
範囲内で「こども園」として一体的に運用しています。

豊田市の「こども園」豊田市の「こども園」

区分

私立幼稚園

市立 52
私立
市立

13
15

こども園 保育園認可

幼稚園認可

園数

21

80

こ
れ
ま
で
の
取
組
と

待
機
児
童
の
現
状

こ
れ
ま
で
の
取
組
と

待
機
児
童
の
現
状

保
育
制
度
を

取
り
巻
く
状
況

　

市
で
は
子
ど
も
に
関
す
る
総
合
計

画
で
あ
る
「
新
・
と
よ
た
子
ど
も
ス

マ
イ
ル
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、
待
機

児
童
へ
の
対
応
を
重
点
事
業
と
位
置

付
け
、
老
朽
化
し
た
園
舎
の
改
修
等

に
合
わ
せ
た
定
員
の
増
、
区
画
整
理

事
業
に
伴
う
児
童
増
加
に
対
応
し
た

こ
ど
も
園
の
新
増
設
な
ど
に
よ
り
定

員
の
拡
大
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

待
機
児
童
の
多
い
低
年
齢
児
に
つ
い

て
は
、
重
点
的
に
受
入
枠
の
拡
大
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
こ
ど
も
園
へ
の
入

園
を
待
機
し
て
い
る
乳
児
（
０
〜
２

歳
児
）
を
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て
保

育
マ
マ
と
し
て
認
定
さ
れ
た
市
民
が

預
か
る「
保
育
マ
マ
事
業
」を
上
郷
こ

ど
も
園
と
野
見
こ
ど
も
園
（
各
定
員

５
人
、
計
10
人
）
で
始
め
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
園
で
は
４
月
の
当
初
入
園
は
、

ほ
ぼ
全
員
の
受
入
れ
が
で
き
て
い
ま

す
が
、
年
度
途
中
か
ら
の
入
園
が
困

難
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
０
〜
２
歳
の
乳
児
で
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
数
年
は
低
年
齢
児
か

ら
長
時
間
預
け
た
い
と
い
う
保
護
者

の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
お
り
、
こ
ど

も
園
の
中
で
も
保
育
園
認
可
園
を
希

望
す
る
保
護
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
幼
稚
園
認
可
園
で
は
園
児
数

が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
空
き
教
室
の

あ
る
園
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
１
日
の
待
機
児
童
数
調

査
結
果
は
、
例
年
に
比
べ
や
や
減
少

し
た
も
の
の
138
人
の
待
機
児
童
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

こども園乳児定員拡大と待機児童数の推移こども園乳児定員拡大と待機児童数の推移

乳児定員増加数
（対前年度）

待機
児童数

平成
20年度

＋81

16（9）

158 
（131）

＋32 

21（18）

167 
（161）

＋168 

18（16）

160 
（157）

＋77 

16（15）

138 
（132）

平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

４月１日
時点
10月１日
時点

※待機児童数の(　)は乳児の数

単位／人

保
育
制
度
を

取
り
巻
く
状
況

　新たな待機児童対策は、現在のような厳
しい財政状況が常態化する可能性と現在検
討されている子ども・子育て新システムの
考え方を踏まえて、大規模な施設整備に偏
らない、既存施設の機能見直しなどによる
効率的で効果的な方法で取り組みます。対
象は待機児童の大半を占める０～２歳の乳
児とし、地域の保育ニーズや待機児童の状
況を勘案して実施します。

既存施設を有効活用した新たな待機児童対策

意見提出・資料閲覧期間　２月１日（水）～３月２日（金）
意見提出方法　〒住所、氏名、ご意見を郵送、ファックスかＥメールで保育
課（〒471･8501、西町３－60、FAX32･2088、hoiku@city.toyota.aichi.jp）
資料閲覧　保育課、市政情報コーナー、各支所・出張所、各こども園（土・
日曜日、祝日を除く午前８時30分～午後５時15分）、とよた子育て総合支援セ
ンター（火曜日を除く午前10時～午後６時）、志賀子どもつどいの広場（月曜
日を除く午前９時～午後５時）、各交流館（午前９時～午後９時、月曜日休館、
月曜日が祝日の場合は開館）か市ホームページ（http://www.city.toyota.aic
hi.jp/）で閲覧できます

※市立幼稚園の保育園認可園への機能変更については、乳児受入れ
のために必要な自園調理施設や乳児室等の設置の可能性も考慮し
て、対象園を選定していきます

市立幼稚園の機能変更

園児減少により空き教室が発生している市
立幼稚園において、新システムによる総合
施設化を前倒しし、空き教室を乳児保育室
に改修したうえで、保育園認可園とする

市立幼稚園が近接して設置されている地域に
おいて、一方の園に幼稚園機能を集約し、も
う一方の園を乳児専用の保育園認可園とする

●乳児受入枠
　の見込み
（１園当たり）

30人

（乳児専用園）

45人

●乳児受入枠
　の見込み
（１園当たり）

15人

余裕敷地に乳児棟の設置

待機児童が発生してい
て、かつ乳児定員の少
ない保育園認可園にお
いて、園庭や駐車場な
ど敷地に余裕がある場
合は乳児棟を設置する

●乳児受入枠
　の見込み
（１園当たり）

５人

（１施設当たり）

５人

保育ママ事業の拡大

空き教室はあるが保育
園認可園までにはでき
ない市立幼稚園におい
て、新たに保育ママ事
業を実施する

自宅型での新たな保育
ママ事業を実施する

※具体的な事業計画はパブリックコメント後、市民意見を踏まえ策定します

既存施設を
有効活用した
新たな待機児童
対策にご意見を
お寄せください！

●特集　既存施設を有効活用した新たな待機児童対策にご意見をお寄せください ●問合せ　保育課（ 34・6809）

●問合せ　保育課（ 34・6809）
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※私立幼稚園／創立者の教育理念が反映され、それぞ
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には含まれない

　市では、未就学児や保護者に対して均等な保育・
教育・子育て支援を提供することを目的に、市立
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乳児定員増加数
（対前年度）
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平成
20年度
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21（18）

167 
（161）

＋168 

18（16）

160 
（157）

＋77 

16（15）

138 
（132）

平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

４月１日
時点
10月１日
時点

※待機児童数の(　)は乳児の数

単位／人

保
育
制
度
を

取
り
巻
く
状
況

　新たな待機児童対策は、現在のような厳
しい財政状況が常態化する可能性と現在検
討されている子ども・子育て新システムの
考え方を踏まえて、大規模な施設整備に偏
らない、既存施設の機能見直しなどによる
効率的で効果的な方法で取り組みます。対
象は待機児童の大半を占める０～２歳の乳
児とし、地域の保育ニーズや待機児童の状
況を勘案して実施します。

既存施設を有効活用した新たな待機児童対策

意見提出・資料閲覧期間　２月１日（水）～３月２日（金）
意見提出方法　〒住所、氏名、ご意見を郵送、ファックスかＥメールで保育
課（〒471･8501、西町３－60、FAX32･2088、hoiku@city.toyota.aichi.jp）
資料閲覧　保育課、市政情報コーナー、各支所・出張所、各こども園（土・
日曜日、祝日を除く午前８時30分～午後５時15分）、とよた子育て総合支援セ
ンター（火曜日を除く午前10時～午後６時）、志賀子どもつどいの広場（月曜
日を除く午前９時～午後５時）、各交流館（午前９時～午後９時、月曜日休館、
月曜日が祝日の場合は開館）か市ホームページ（http://www.city.toyota.aic
hi.jp/）で閲覧できます

※市立幼稚園の保育園認可園への機能変更については、乳児受入れ
のために必要な自園調理施設や乳児室等の設置の可能性も考慮し
て、対象園を選定していきます

市立幼稚園の機能変更

園児減少により空き教室が発生している市
立幼稚園において、新システムによる総合
施設化を前倒しし、空き教室を乳児保育室
に改修したうえで、保育園認可園とする

市立幼稚園が近接して設置されている地域に
おいて、一方の園に幼稚園機能を集約し、も
う一方の園を乳児専用の保育園認可園とする

●乳児受入枠
　の見込み
（１園当たり）

30人

（乳児専用園）

45人

●乳児受入枠
　の見込み
（１園当たり）

15人

余裕敷地に乳児棟の設置

待機児童が発生してい
て、かつ乳児定員の少
ない保育園認可園にお
いて、園庭や駐車場な
ど敷地に余裕がある場
合は乳児棟を設置する

●乳児受入枠
　の見込み
（１園当たり）

５人

（１施設当たり）

５人

保育ママ事業の拡大

空き教室はあるが保育
園認可園までにはでき
ない市立幼稚園におい
て、新たに保育ママ事
業を実施する

自宅型での新たな保育
ママ事業を実施する

※具体的な事業計画はパブリックコメント後、市民意見を踏まえ策定します

既存施設を
有効活用した
新たな待機児童
対策にご意見を
お寄せください！

●特集　既存施設を有効活用した新たな待機児童対策にご意見をお寄せください ●問合せ　保育課（ 34・6809）

●問合せ　保育課（ 34・6809）

� 2012 年２月１日号


